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菅 原 邦 城　訳注・解説
’
OLKOFRAやATTRL
Translated　from　the　Old　Iceiandlc　with　a難i難trod“ction　and　Rotes
bN　Kunishiro　SUGAWARA
Preface
Thls　i・p・e＄騰abiy　the食・st　J・隅ese　t・a・s玉・t1…　fa・・ld　lcela・dlc　c・mic　s・ti・e・9’為・伽
♪4rtノ’，1．　e．　Tale　of　Ale－Hood．　The　origlna101d　Icelancllc　tex£used　for甑s宅ransla℃io茎1　is
．　　
t
that　of　M6δruvallab6k（c．1340）ed1£ed　by∫6n　J6ba夏messo鍛，　Istenzhノ診㍑漉vol．　XI，　Rey－
klavik　1950．　IB　the　introdL叢ctioa毛hls　tale　ls　explained至rom　some　literary　viewpoints，
and　the　technical£erm♪dttr　disα蓬ssed　mai茎ily　ln　lts　correlation　wi£h　another　term　sag顧α。
The　notes　are　added　in　detalls，　soもhat　it　would　be　less　di飾cu1亡for　the　Japanese　reader
to　understaad　the　aracient　society　of　Iceland　as　well　as　her　geography　described　ill山is
shor£story．
August　1975　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K．　S．
解 説
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　　Qlkofra　主）含tもr
　この作品は，Bandamanna　sagaを除けば1，アイスランド占典文学中像とんど唯一の喜蘭的風
刺作である。
　登場人物のうち，事件の発端となる失火を起したberhallr　Qlkofri以夕もは，訳文の注記からも
判るように，すべてその実在の確証できる人物であり，〈学者〉アリの『アイスランドの書』や
多くのサガにおいて，　「法令改正にもっとも熱心であった」，「最大の法律家」，「法律に精通して
いた」，「賢明な」，「人盟厚い豪族」で「権力者」だといわれる有力者である。それに対して，主
人公オルコヴリは，大提会でビールを商って家計の足しにしなければならない水呑み百姓ともい
1。Cf．　W，　P．　Ker：Epic　and　Ro〃za？tCe，　N．　Y．：Dover　ed．1957，　p．226；Stefan建illarsson：．4／－／istory
　of　1σ以α解ガc　Liteノ’aturc，　N．　Y．1957，　P．143．
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うべき，普通ならば，とても豪族と対等にはなれない者である。また，事実上のヒーローたるプ
ロッディは，一一一ffu文のニュアンスでは一まだ一人前に扱われない青年である。物語のポイン
トは，この水呑み百姓と若者によって，思慮深く用意周到な一むしろ，孤の知恵をもつ一一豪
族，権威者たちがペテンにはめられ，翻弄されることである。それをより効果的にするためには，
両者間のコントラストが大きければ大きい程よい。したがって，酋領たちとは「人物としての違
いが」〈班章）ある最下層の水呑み百姓を主人公にし，プロッディを他の資料から推測されるより
も若く思わせるフィクションは，作者の才能の並々ならぬことを示している。
　本作に語られている出来事があったと設定されている時期（1010－20年頃）に，登場している
豪族が金員生きていて，同様に活躍していたとは考えられない2。先ず，入植者く赤鉄鉱〉ビョル
ン（9世紀後半）の息子である〈ひだ飾り〉ソルケルが11世紀になる頃は間違いなく死亡してい
た。エイヨールヴは，プロッデイの祖父（974年残）と同世代であり，1GGO年前後に「キリスト教
がアイスランドに到来したとき，その老年に洗礼を受けた」3と伝えられているから，彼も上のソ
ルケル同様であったろう。プロッディと砥ぽ同じか少し年長なのはソルケル’ハッルスソンだけ
で，残りは更に一つ前の世代に属する。サガ作者と時代を同じくする読者や聴き手が，物語の記
述や描写から，それが史実であるとの印象を受けることを作者が望んだろうことぽ，想像にかた
くないが，そうだからといって，物語に現われる史的人物や事件をあまりにも文字通り受取るこ
とは，現代の読者ほ注意しなければならない。
　本作では，常識には賢明で公平とされる豪族を出来るだけ多く挙げて，その食欲ぶりをより一
騒効果的に風刺しているのであって，決して，これは作者が昔の人物たちについて疎かったため
だと解釈すべきではなかろう。仮にそうであったとしても，この作法はフィクシnンとしてはプ
ラスになっている。この観点からすれば，プロッディがゴズィたちを相手に並べたてている不名
誉な事件も，たとえ他の資料から知られていないにせよ，作品鑑賞上は，そのきわめて効果的な
役割に注目すべきである。
その成立に関して，ギオルコヴリ3は，とくにV4ρ癖殖動9αsaga　と　Lj6SVetninga　sagaと
閣係があり，　Bαndmanna　sagaに影響を与えているとも考えられる。しかし，それを正確に決
定することは困難である。（詳しくは，J6n　J6hannessonの解説等を参照されたい。）ここでは，
一つの題材について触れるに留める。
　巫章後半におけるプロッディと豪族たちとのやりとりを一読すると，読者は直ちに，エッダ詩
のLokaSenna「ロキの口論」5を想い起さざるを得ない。そこでは，神々は辛うじてロキの難くせ
2．　J6R∫6hannesson：Formゑ1圭§4玉ll重s王enzk　fornrlt　XI，　Reykjav｛k　l950．
3．　Arl　iRn　fr6δ三：Is8endingab6k（＝IF　i），　Rvik　1968，　p．28．
4．　　Sigur6ur　Nordal：　The　historical　element　ill　the　Icelandic　Family　Sagas，1n　5cripta　Ista？idica　10，
　Upf）sala　1959，　p．20．
5．邦訳あり。松谷健二訳紳世文学集渥（筑摩書房，昭和41），13－17頁齎収；谷口幸男訳翫ッダ選（藩潮社，
　霞琶和48），　80－88頁衝聖更o
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に対して言い返しているが，我々のゴズィたちはプロッディに反論さえも出来ずにいる。この沈
黙はきわめて有効であり，前述のように，ブmッデKの非難の多くが作者のフィクションであっ
たとしても，それほ作法上欠くべからざるものである。（なお，N／413　saga，　ch．119に見られる
Skarphe6innのゴズィ非難も，プロッディのそれに似ている。）
　1250年頃に「オルコヴリ」をまとめたと推定されている作者は，一体に，独立時代（1262－42
年以前）の法律に適じ，民会広原や北部地方の地理にも精しい学識者のようである◎上層の出身
であろうが，その時代（Sturkmga61d）の最大の悪ともいうべき権力濫用・悪用に批判的である。
その文体は無駄が少なく，この点では差かψた論sαgaeの作看と並ぶ。
　拙訳の底本は，Islenzk　fornrit　XI：ノ短∫≠ガプδ助gα∫ρgπr．　J6n　J6hannesson　g訂激．　Reykjavik
l950，　PP．83－94のテキストで，これは，〈メズルヴェトリル本＞MO6ruvallab61〈（AM　l32，　f◎1．；
1340年頃）に含まれる現存最良の伝本である。
H．顧ttr－sagaとの関係において一
　中世アイスランド散文学の一ジャンルを指す翔語に，廊雄m。（pl．　kaVttir；＜Gmc秘α加％一；
cf．　Swed．　tott，　Dan．　tot，　G．　Dochのがある，これは，「絢，よった糸，縄」などを意味し，更に
は「金体の一部分」を表わす。文学用語としての睡亀trの概念は，おおよそ次のように言える1。
すなわち，短かい散文で，独立のものとして書かれた物語（S．Noydalの雷では，　sjalfsttie6　skra6
fras6gn）。
　Islenzk　fornrit所収の作晶を見ると，鉾ttrと呼ばれるものは，僅か2ページから10数ぺ一ジ
の量で，きわめて短かい。しかし，散文の主要ジャンルたるsagaと比べれば，文体の点でこれ
と基本的に相違するものでないことが判る。しかし，後者と大きく異なって，これらの短篇は主
人公の生涯のごく限られた一部，一事件を主題とし，またその内容は作者の妊みと人生観によっ
て，種々様々である。PSEttirを書くことはきわめて長期に亘って（ヱ4世紀まで）行われ，後に
はしばしば，大なり小なり半独立酌な内容のまま，サガ作品の中に挿入されており，これから，
PEettirはKonungasOgur〈王のサガ〉やIsleridlngasOgttr〈アイスランド人のサガ〉と近い位置
にあるといえる。Slgurδur　Nordal（1886護974）2によれば，　Pacttirの多くは〈王のサガ〉著作
の隆盛期につながり，最初期の作品は〈アイスランド入のサガ〉よりも吉く，これの成立に影響
6．　1邦訳あり。拙訳ガ大阪外国語大学学報jNo．21（1969），　pp．135－149，　No．22（1969〔197e〕），　pp．125－
　145；谷口幸男訳『形成S　36ag（1972），　PP．73－95；山室静訳『赤毛のエリク記鼠冬樹社，昭和49），　PP．111－
　150所叡。
1．Cf．山蜜静『北欧文学の盤界露二版（東海火学出版会，礪禰艦）t　P．！35；S．　N◎rdal：Um　islenxkrar
　ノわ乃己5∂gπノ㍉　Arni　Bj6rnsson　pYddi．　Rvlk　1968，　p．125；Kurt　Schier　：SagαtiteratUr（＝Samlniung
　Metzler，　Abt．　D：M78），　Stuttgart　1970，　p，2、
2．　上掲書引飛箇所。
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しさえしているという。脚ttlrをまとめて，〈王のサガ〉と〈アイスランド人のサガ〉とのいず
れか一方のグループに継入れることは姻難である。きわめて短かいために，きびきびとして無駄
の少ない好篇も少なくなく，A乏ttfzt？zar多attrηε鑓だ㍑舷3，∫力隔ε頒α「♪厩搾，　）o「st’eins♪afttr　sta？z一
9’ai－／iOgg’sなどが傑作として挙げられよう。なお，サガ作錨の比較的少ない東部地方から多くの
脚ttirが知られているσF　XIに7篇が入っている）。
　sagaと強翫trは，その長さを溺にすれば，網語使矯上の区溺，境界があいまいであり，たと
えば（）Lkofraゑ4飾は，伝本くメズルヴェトリル本〉では，　saga　と呼ばれているのである。
Norda1は上の引用箇所で，「若干の作品では，露£trとsagaとが交互に（a　vixl）熔いられて
いる」と書いている。果してそうであろうか。一見したところ，少くとも鉾ttrをsagaに代用
させる語法はないように思われる。その逆をみるために，IF所収のb3ettirから例を挙げより。
説明を簡単にするため，物藷の終了を告げる文，　〈ここで／そこで＿の物語は／を終る〉に現わ
れる〈物語〉や〈物語ること〉を意味する語句を検討する。
瀕勘1傅：Ok　l乎kr　h6rや蟻£i　Gull．ASu．P6r6ar．（Gutt．Asu－p6r6ar　Pctttr；IF　XI，1）．　349　［p．　cxv王に
よれば，これは13世紀初期の作品コ）。Cleasby　et　al．：Icet．E？ig，　Dict．；鉾ttrに他所からの例あり。
saga：　Ok　1夕kr　茎）ar　！｝essl　SQ墓u．　（Grαwnlending・a　雲）薫㍍r；　IF　IV『，　p．　292），　Ol〈　玉重kr　hξ窪　sg慕疑
Guamars．．．（Gτtnnars孟〉砒〃Piδbrandana；童F　XI，　P．332），　Ok　1シkr畑r　sQ9疑（．）玉kofk3、（9ム
le　ofraカ4雄r；ibicl．，　P．94）．　さらに，
at　Se　9’　ja　frat：Ok　ISrkr）ar　segja　fri浄orsteinl．．．（Pt）orsteins．砂”ノーstangarhg99s；IF　XI，　P．
79），Ok　l夕ksk　par　fra　honum　at　segja．（1・orsteins　t）dttr　austfir6’ings；ibid．，　P．　332），　Og
I夕kr　sv6　fra　honum　a6　segja．（JtikzeLs　カ6々ブ　B多乏asonaノ・；　更F　XI＼「．　P．　59）．
wvi7zfy7－　（くOF　av・ntlsre＜Lat．　adv・ntura）：Ok　Mくr　h壱ゆeSSu肥vi贈rl．（εオ齢砂削
IF　V，　P，290［P．　xclvによれば13世紀繭半（？）成立ヨ，　Lyk諏r鯵r夢ettaと鷺vl航貢．（Porsteins
廊雄∫ρgπ丑6δα；IF　XI，　p．336［p．　CXIIIによれぽ13世紀前半の作ll）。
　詳論する紙数がないので，結論的にいえば，鯵ttirにみられる語sαgaの爾法は，本訳の3
個所（1章冒頭，璽箪と1V章の末尾）の例にも見られるように，ジャンル表示驚語としてではなく，
語義還りの〈語られたもの〉（〈物語〉至魚sOgn［・－segja　fr誠）の意昧であり，　sagaと同じ程に
閥いられている不定詞句at　s6g頭frdの驚法は，アイスランド人がいわば意識しないままに，こ
のことを支持していると考えられる。一一XEの文学形式を指す語たる♪翻ノ・は，このsagaの包
括的な意味領域を持ち得ず，したがってsagaにとって替られても，これにとって替ることは，
ア。プリオリに無理なのである。Q簾rを文学嗣語として，たとえば現代語繭4燃δgzψ6撫r
3．郷訳：山蕪静訳罫赤毛のエリク記翻151－262翼所収「白熊のrt　一ドンj・　憲た同氏の殿ヒ欧文学の世界諺
136－137頁に1）or．steins．hattr　s99ii／）’6δaの訳，賜ミ毛のエリク言灘163－220頁にε謡ゴ苫錘漉’，　borstei？ts錘㍑r
　t　」’aldsta，c3ings，動ノ’hatlsμ雄fenaf）Ps，　Bra．ndsノン伽ノ顧ρt’va，爵01欝彦ぬ5ψ耀廊読∫，99ntttndar　bkttr
Dンtts，　i＞oザstei，ns　k．｝ξtttr　sta7i　gsa．rho9竃s　の驚“！7）ミある・〉
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「小説の一一部分」という合成語に見られるように使えたとしても，この場合にももはや特定のジ
ャンルを示す語とはならず，より一般的な意味しか持たざるを得ないのである。）最後に，外来
語伽謡動（古くはcefinthrr）は，南欧の騎士文学とともに13世紀初期に，ノルウエー宮廷を経て
アイスランドに達した文学流行語であったと考えられる。
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亙・　ソールハッル（P6rh・allrという名の男がいた。かれは黒ケ森（1）のソールハッル屋敷傍6r一
　　　　　　　　　　　　　　　　サ　ガ
hal｝ssta’61r）に佐んでいた。　この物語の事件が起きたころ，裕福で幾分齢をとっていた。かれは
小さく，見苦しかった。運動には巧みな男ではなかったが，鉄と木の細工に腕がたった。かれは
その頃，金もうけに民会でビール（2＞を作ることを仕事にしていたが，このことで間もなく有力
者みんなと話合える間になった。というのは，一番ビールを買ったのは彼らだから。よくあるこ
とだが，その時も，そのビールは評覇がよくなく，売り手も岡様という具合だった。ソールハッ
ルは金つかいが荒いとは欝えず，むしろけちだと考えられていた。かれはかすみ農をしていた。
しばしば習慣のように頭巾をかぶり，民会ではいつもそうしていた。かれが有名な人物でないた
め，民会の参加者たちは，かれにくっつくことになった名前をつけて，オルコヴリ（91kofri「ビ
ー ル頭「財）と呼んだ。
　ある秋，次のことが起きた。オルコヴリは自分の所有している林に行き，炭焼きをするつもり
だった。彼はそうした。林はフラヴニ山（3）の上手，ランガ坂（4）の東にあった。かれほそこに数
日いて，炭がまをこしらえ，それから木を焼いて夜に穴を見張っていた（5）。しかし夜が更けてい
くと，かれは寝入ってしまい，一方火は穴で燃え上り，まわりの小枝に飛び，間もなく盛んに燃
えるようになった。それから火はその林に飛び移った。すると，これも燃え出した。そのとき風
が強く勢いを増す。こうしているうちにオルコヴリは囲をさまし，わが命の助かったことを書ぶ
のだった。その火は林をかけまわった。先ず，オルコヴリの所有する縁が焼けてしまったが，火
はそれからその隣りにある林に移り，荒れ地にひろがる林を焼いた。　そこは今スヴィズニング
（Sviδningr「焼きやぶ」）と呼ばれている。そこで，ゴズィ林（6）と呼ばれる林が焼けた。それは
六名の主領（ゴズィ）が所有していた。そのひとりはスノッリ〈ゴズィ〉の，二人罵はエイヨ　
ルヴの息子グズムンド（8），三人目ほ〈法の宣雷者〉スカプティ（9），四人饅はゲイティルの患子
ソルケル（19），五番目は〈大吠え〉ソールズの息子エイヨールヴω），六番冒は〈赤鉄鉱〉ビョ
ルンの息子〈ひだ飾り〉ソルケルσ2）だった。その林をかれらは，民会で役立てようと買ってい
たのだった（13＞。
　この炭焼きの後，オルコヴリは家に帰った。この出来事は地区内にひろく拡まり，被害をうけ
た者たちのうち先ずスカプティに伝わった。かれは秋に，諸地方間を往来する者たちに托して北
のxイヤフィヨルドに伝言を送り，グズムンドに，林の火事のことを言わせ，また儲けになると
も語らせた。同じ伝書は聾の地方に，林を所有していた者たちにもいった。このようにして，冬
にかれら全員の間を伝言が往き来し，六名のゴズィは民会で会合して岡一の方策を講じることと
なったが，スカプティは，いちばん近くに住んでいるので，訴訟の準備をすることにされた。春
になって沼喚のH（14）が来ると，スカプティは大勢をつれて行き，オルコヴリを例の林の火災の
件で召喚し，法益はく奪（15）による処罰に相当すると言った。オルコヴリは乱暴な需葉をわめき
たて，それどころか尊大な口をきいて，自分の支持者たちが民会に来たらスカプテKは介ほどに
大きな態度はとれないだろうと書った。スカプティはろくすっぽ答えもせずに立ち去った。
66
　次の夏，林を所有していた六名のゴズィが民会に出て来て，ただちにかれら同志で会合をひら
き，この事件を訴えて高額の罰金を得るか～方的裁断権（16）を獲得するかのいずれかにすると決
められた。オルt］ヴリは民会に来て，売り物のビールを持っており，いつもビールを買ってくれ
る自分の友人たちに会いにいった。かれは彼らに支持を頼んで，売り物のビールを勧めた。しか
し，かれらはみな異口間音に言った。自分たちは彼と割に合わない取引きをやらされてきたのに，
かれが抱えこんでいるそのような権力者たちとの裁判事件で争って，わざわざその熊たちをけし
かけはしないと（正？）。誰もかれに援助を約束しようとせず，またかれと取引きしようともしなか
った。それで，彼には闇題が相当めんどうになってきたと思えるのだった。かれは［民会］小屋
から小屋へと回ったが，人々に援鋤を頼んでも好ましい返事はもらえなかった。そのとき，かれ
の生意気も自尊心もしぼんでしまった。ある日のこと，オルコヴリはスィーザのハッルの息子ソ
ルステイン（IS）の小麗に行き，かれの前にいって自分を援助してくれるようにと頼んだ。ソルス
テインはかれに，他の者たちと岡じような返事をした。
1L　ビヤルニの息子ブmッディ（1）という勇がいて，ソルステインの身内だった。かれはソルス
テインのとなりに坐っていた。この時，プロッディは二十歳台だった。オルコヴリは，ソルステ
インがかれに援助を断ると，小屋から出ていった。するとプロッディが言った，「兄さん，おれ
には，あの男が法益はく奪に相当するようには思えないし，自分をえらいと考えている者たちも，
あれを罰するなんて器簸の小さいことだ。兄さん，あれに援助してやることは男らしいことだよ，
そうするのがいいとは思わないかい」
ソルステインは答える，　「そんなにしたければ，お前があれを助けてやればいい。わしは，他の
ことと同様にその件でもお前を援助はしてやろ；5　」
　ブmッディはひとりの男に，オルコヴリを探してくるように言いつけた。男はそうして，出て
行って小屋の壁のところでオルコヴリを見つけた。かれはそこに立ってひどく泣いていた。かれ
にこの男は小屋の中に入るように，そして泣きやむようにと書った一「ソルステインのところ
に行ったら，めそめそ泣いてはならないそ」
　オルコヴリは泣く像どに嬉しくなり，実際かれは泣いたのだ。かれらがソルステインの前にく
ると，ブVッディが口を切った，　「おれは思うのだが，ソルステインはあんたを助けてやるつも
りのようだし，これを言いがかり（2）と考えているのだ。L＄分のものである林をあんたが焼いた
とき，あの人たちの林まで気をつけることは出来なかっただろう」
　オルコヴリは書った，「今わしに話しているこの恵まれた御仁はだれですか」
　「おれはプロッディという」と彼は言う。
　するとオルコヴリが言った，「ここにはビャルニの息子のブmッディさんがおられるのですか」
　「その通りだ」とプロッディは書う。
　「あなたは」とオルコヴリが言った，　「他の男たちよりも立派なお顔をしておられるし，そう
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いう血統でもありますね」
彼はそのことについて並べたて，ことばが大胆になってきた。
　「プロッディよ，もしおまえがすすんで彼を助けるつもりならば」とソルステインは言った，
「彼がこんなにもお前を撫めそやすからには，そうぜざるを得ないな」
　するとプロッディは立ちあがり，多くの者も彼と同じようにした。かれは小屋から嵐ていった。
その誌かれはオルコヴリと二人だけで認しあった。
　その後かれらは眠会］広原にあがって行った。そこには多数の者たちがいた。人々はこのと
き裁判に参加していたのだった。しかし，他の者たちが立ち去ってしまうと，グズムンドとスカ
プティが残って，法律について話をしていた。プロッディとその仲間は広原をぶらぶら歩いてい
たが，オルコヴリは裁判の開かれた場所に向っていった。かれは身体のかぎり這いつくばり，二
人の足もとまで這っていって播った，「立派なお人でわしの首領であるお二人に会えたとはあり
がたいことです。親切な方々，わしはそんな殖うちはないのですが，わしを助けてはいただけま
せんか。と雷いますのも，お助けいただかないと，わしは全く船から投げすてられたも同然にな
りますので」
　オルコヴリの雷葉，かれが語ったことばを残らず数えあげれぱ暇どってしまうが，彼はあらゆ
る点ででぎるだけ哀れっぼくした。その時グズムンドがスカプティに言った，　「この男の様子は
ひどく惨めだな」
　スカプティは答える，rオルコヴリよ，おまえの思い上りはどこに行ってしまったのだ。おま
えはこの春，わしらが覆喚に出かけたとき，閥題をわしに任せるのがお前にとって最上の方策だ
とは思わなかったでほないか。おまえが春に支持を得られると霞ってわしを脅した首領たちがお
まえを助けるのは，今はひどくむつかしくなっているではないか」
　オルコヴリは言う，　ドあの隣わしは変だったのです。その上，あなたがわしの件について裁く
ことを望まなかった時はもっとおかしかったのです。それから，どうぞ首領たちのととは言わな
いで下さい。あの人たちはお二人が来るのを見れば，おじけつくでしようから。わしの件をお二
人にお任せでぎたら，わしは嬉しいのです。だが，わしはその期待が持てるでしょうか。スカプ
ティさん，あなたがわしにとっても腹を立てて，それが無理なことはこ尤もです。あなたの裁き
を拒んだとき，わしは馬鹿のあ砥うでしたが，お二人が助けてくれなければ，すぐにもわしを殺
そうとするあの恐しい人たちにわしはとても会うことができません」
　かれは闘じことを繰返して欝って，二入が懲分の件を裁くならば自分はうれしく思うと語った，
rお二人がわしの財産を持っていれば，それは一番しっかりした人の手に任されるというもんで
しょう」
　グズムンドがスカプティに言った，「わしは，この男が処罰に植するとは思わない。それより
も，わしらは彼をよろこぼしてやって，彼にこの裁きのために人を選ばせる方が得策ではないか。
だが，この件でかれと関係している他の者たちがそれを気に入るかどうか，わしには分らないが」
68
　「それでは，立派な方々」とオルコヴリは言う，「後でわしに援助をしてください」
　スカプティは雷った，「この間題の結末はわしの手の申にある。というのは，わしがこの訴訟
を扱っているからだ。オルコヴリよ，いちかばちか，グズムンドとわしはこの件を調停して結着
をつけてみよう。わしらの援助でおまえにとってはよくなるだろうよ」
　その隠オルコヴリは立ちあがり，それから彼らは握手をした。オルコヴリはすぐに証人の名を
次々にあげ，証人の指名が始まると，ひとが寄り集まってきた。オルコヴリは先ずブnッデifと
その仲間を名指した。スカプティは雷った，「わしらの相手はグズムンドとわしにこの件につい
て裁きを頼んでいる。被害をうけているわしらの間では一方的裁断が行われるべきだということ
でまとまっているけれども，グズムンドとわしの二人ほ今，ソールハッル［　・＝　！tルコヴリコがそ
の決定に賛成する気があれば，他の者でなくてわしら二人が裁きをするという風にしてオルコヴ
リを助けたいと思っている。皆の衆は，この件には罰金が払われて実刑が課されないことの証人
に指名される。わしは握手をすることによって，春に起した訴訟事件を取りさげることを確認す
る」
　それから彼らは［同意の］握手をし終った。その時スカプティがグズムンドに雷った，　「どう
して，わしら二入がこれに結着をつけることは悪かろう」
　「よかろう」とグズムンドは雷う。
　オルコヴリは言った，「お二人はそのことをそんなにせいては駄目です。わしは，他の人では
なくてあなた方二人を選ぶとは決めていないのですから」
　グズムンドが書った，　「わしらと一緒にこの件に関係している他の潜たちの方をおまえが選ぶ
のでなければ，わしらが裁くというように了解したはずだったが」
　オルコヴリは欝う，「あの人たちが裁くということには，わしはずっと反対していました。し
かし，握手で決ったことは，わしが自分で考える二人のひとを選ぶのだと了解されたはずです」
　そこで，握手の晦の証人が探されたが，グズムンドとスカプテKのスィングメン（3）は，どの
ように了解されたかということについて大いに意見を異にした。プロッディとその仲間は，オル
コヴリが裁きのための人を自分で選ぶものと了解したと，はっきり欝った。
　するとスカプティが言った，　「オルコヴリよ，この波はどこからうねってきたのだ。おまえが
少しまえよりも尻尾を少々ピーンとはっているのが分るぞ。だが，おまえはどんな者らを裁きの
ために選ぶのだ」
　オルコヴリは雷った，「それは長く考えることもありません。ソルスティン。ハッルスソンと
その身内のプロッディ。ビャルナソンを選びます。そうすれば，この閥題は，あなたたちが裁く
とき『よりも有利になると思います」
　スカプティは，かれらが裁いてもその問題は有利になると思うと需った一一「と言うのも，訴
訟事実は明白で正当なのだからな。そして，かれらは賢く，おまえの侮櫨がどれだけの重さのも
のか見分けることが出来る像どだ」
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すると，オルコヴリはブmッディの一一・fiの中に入っていき，人々は小屋に戻っていった。
1
1鷺．その日おそくに仲裁判断が宣言されることとなった。　そのときソルステインとプロッディ
は協議した。ソルステインは罰金をもっと科そうとした。しかし，ブOッディは，霞分のおもい
遍りにすること，そして自分が仲裁判断を豊告することは明々白々だと言った。プロッディは，
仲裁判断を蜜言するか，あるいは誰かが仲裁判断を非難することを言い出したらそれに応答する
か，いずれか望む方を択るようにとソルステインに言った。ソルステインは，自分はそのゴズィ
たちと罵りのことばを交すよりはむしろ仲裁判断を宣言したいと，はっきり言った。それからソ
ルステインは，オルコヴリが長いこと自分の負担分を先にのばす必要はないと言って，罰金はの
こらず法の岩で支払われるものとすると語った。その後かれらは法の岩にいった。そして，［他
の］法廷作業が述べられ終ると，ソルステイン・ハッルスソンは，オルコヴリに対して訴え事を
もっているゴズィたちが法の岩に来ているかどうか尋ねた。ヂわしは，ブmッディとわしの二人
がその件について裁くように言われている。もしあなた方が耳を傾けるつもりならば，わしら二
人はいま裁きを言い渡そう」
　かれらは，二入が裁ぎで公正であることを期待すると書った。そこでソルステEンは欝った，
「わしらには，あなた方仲間の林は大した値打ちがあると思えない。余り緬値がなく，あなた方
には利鵬するのに場所も遠い。財産にこと欠かないのに，この林を霞分の他の所有物と岡等視す
る者たちははなはだ利己的である。一方オルコヴリは，自分の林を焼いたときに，あなた方の林
に責任を負えなかった。それ故これは過失行為であるが，仲裁に委ねられているため，幾分かの
過料金を課することにする。あなた方六名はその林を所有していた。わしらはあなた方それぞれ
に六エル（1）を定め，それは直ちにこの場で支払われるものとする」
　ブmッディはホ～ムスパンをすでにはかって切っていて，切れはしを一つ～つ彼らに投げてや
って言った，「こんなのを恥知らずな取り分と云うもんだ」
　スカプティが書う，「プロッディよ，おまえがわたしたちと不仲になりたがっているのは，火
をみるよりも明らかだ。おまえはこの件に余計なちよっかいを出してきて，わしらを敵にまわす
ことを金く嫌わないのだな。わしらには，他の事件の方がずっと楽だったろう」
　ブmッディは答える，「スカプティさん，あなたが身内のオルムの奥さんについて作ったくど
きの詩のために彼があんたから巻きあげた分の穴うめをしなきゃならないのならば，あんたは他
の訴訟事件でもっと沢山とる必要があるってわけだ。あの詩は出来が悪かったし，それで報酬も
よくなかった（2）」
　すると〈ひだ飾り〉ソルケルが需った，「今のブUッディのような男には，物事はとてもひど
く曲って見えるのだ。かれはオルコヴリのわいろの贈物と支払いを欲しがっているが，そうして
自分自身は，いま相手にしているような人物たちの敵になるのだ」
　プロッディは言う，「あんたたちとオルコヴリの間には入物としての違いがあったとしても，
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自分の儒義を守ることは見当ちがいではない。だが，春のあれ，あんたが春期民会に出かけたと
　　　　　　　つ　　ゆ
きのあれはへまそのもんだったな。スティングリームがあざらしのように肥えた種馬をもってい
て，そいつがあんたの背中に乗ったが，あんたの乗っていた雌馬はやせっぽで，あんたを乗せた
まま倒れたのに，あんたが気づかなかったことさ。あの時どんな風にしてあんたが這い出したか，
本当のところを聞いていないが，馬が頭巾つきの外套に足をのせたままだったのであんたが長い
こと動きがとれずにいたのは，みんなが見ていた（3）」
　エイヨールヴ・ソールザルソンが欝った，「本当のことを言って，この男はひどくわしらの鼻
毛を抜いてしまった。その上このままにしておいては，ラーン（4）と［アースの］神々から貴めら
れるぞJ
　ブmッディは需う，「おれはあんたの鼻毛など抜いてはいない。しかし，あんたが北のスカガ
フィヨルドに行ってソルケル・エイリークスソンから牡隼どもを盗んだが，グズダラ；スタッリ
があんたの後を追ってきて，あんたらがヴァ5ンスダルまでやって来た隣にあんたがその追跡の
一行を目にしたとき，あんたの鼻毛は抜かれたのさ。あの時あんたはひどく恐れて雌馬に姿をか
えた像どだった。あのようなのは，ひどい醜態というもんだ。スタッリたちの方は，牡牛どもを
奪い返していった。だから，彼があんたの鼻毛を抜いたのは本当だ（5）」
　するとスノッリ〈ゴズィ〉が言った，「わしらにとって，ここでプロッディと口争いするより
も他のことの方がもっとふさわしいが，一番いいのは，もし攻撃の機会があるならば［復讐する
ようyz　］，プロッディがわしらに見せている敵意を忘れずにおくことだ」
　ブmッディは雷う，「スノッリさん，もしあんたがおれに復讐することを本当に心がけるのなら
ば，あんたは名誉を前後させるわけだ。あんたは自分の父親の仇を討っていないではないか㈹」
　するとソルケル・ゲイティッソンが言った，「真先に考えられることだが，お前はお前が名葡
をもらった者からその性格を受けついで，彼がいつもそうだったように，みんなの事柄について
悪意を持ちたがり，そして第二に，それは他人から我慢されず，時がたてばお前は殺されてしま
うだろうσ）」
　プロッディは言う，「いとこ，おれたち身内の不運をここで皆なにさらけ出すのは，おれたち
にとって何の名誉にもならない。だが，多くの者も知っている，プロッド㎜ヘルギが殺されたと
いうことは隠しはしない。その報いをあんたの親鋸さんがたっぷり受けた（8）とおれも聞いてい
るし，　もしあんたがそうしてみるならば，おれの親爺がボズヴァルスダルであんたに印をつけ
た（9）ものをあんたは指で触ってみることがでぎるだろうな」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サガ
　その後，かれらは劉れて小屋に戻っていた。いまやオルコヴリは物語から消える。
IV．2欝後，プロッディはソルケル・ゲイティッソンの小屋に行き，小屋の中に入ってソルケ
ルに言葉をかけた。彼はろくに返答もぜず，ひどく腹をたてていた。ブmッディは書った，「親
類，おれはあんたに雷ったことに間違いがあったと分ったのでやって来たんだよ。あれは，わし
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の青くささと愚かさだと考えてくれるように瀬みたい。でも，おれたちの親戚関係はこれ以上悪
くさせないようにしよう。おれがあんたに取ってもらいたい剣が飾り細工してここにある。その
上おれは，あんたに夏おれのところの振舞いに来てもらいたいし，あんたが受けとる宝物よりも
いいのをおれ自身が所有しはしないとほっきり言える」
　ソルケルはこれをありがたく受け，自分は二人が自分たちの親戚関係をよくしたらと思ってい
ると言った。そうして，ブUッディは戻っていった。
　民会終了の前夜のこと，ブUッディは川の繭側に渡っていったが，橋の末端でかれとグズムン
ドとが出くわし，挨拶億されなかった。二入が別れるとき，グズムンドが振りむいて言った，
「プロッディ，昆会からどの道を帰るのだ」
　かれは振り返って雷った，「あんたがそれを知りたいと言うのなら儲すが］，おれはキョル〈1）
を越えてスカガフィヨルド（2）に行き，そしてエイヤフィヨルド（3）に，そこからリョーサヴァト
ン狭間（4）　｝Z，そしてミューヴァトン（5）に，それからモズルダル荒原（6）に行く」
　グズムンドが雷った，　「書ったことを守って，ウヨーサヴァトン狭閥を通れよ」
　プロッディは言う，「それは守るとも。だがグズムンドさん，あんたはおれに対して狭間を防
ぐつもりか。もしあんたが，おれが仲間とそこを行けないように，おれに対してリ潔一サヴァト
ン狭間を防ぐんなら，それはやることが裏目に出るというもんだ。しかしあんたは，あんたの両
太肢の間にある狭間を，非難されることのないようには守れはしないさ」
　こうして二人は別れ，この遣りとりは民会中に拡まった。しかし，ソルヶル・ゲイティッソン
はこれを知るとブraッディに会いに行き，かれにサンド山道σ）を行くか東部を行くように言っ
た（8）。
　ブmッディは書う，「おれは霞分がグズムンドに話した道を行く。もしそう行かなければ，達
中はおれを臆病者呼ばわりするだろうからな」
　ソルケルが書った，「親類，その時はわしら二入いっしょに行こう。そしてわしらの小人数の
～行もな」
　ブmuッディは，かれの同行を名誉に思うと書い，また喜んでそうしたいと雷い切った。
　その後，ソルケルとブbッディはそろって自分の一行をともなって北に向ってエクスナダル荒
原（9）を行った。かれらの外，ソルケルの身内のエイu一ルヴの息子エイナル（10）がこの同じ一行
の中にいた。ブmッディとソルケルはエイナルと一緒にスヴェラー㈹に行き，夜はそこに泊っ
た。それからエイナルは大勢をつれて彼らに同行し，かれらはスキ1・・一ルヴァンディ川α2）の近
くでようやく別れた。その時エイナルは家に戻ったが，ソルケルとブmッディの方は東のヴァブ
ナフィヨルド（13）の自分の屋敷に着くまで旅足を止めなかった。その夏，ソルケルは身内プロッ
ディの振舞いに出かけたが，そこで彼は極上の贈物を貰った。そのころ二入は友情のあるきわめ
て親しい親戚関係をもち，これは彼らが生きている間つづいた。そして，そこでオルコヴサの
サ　　ff
物語は終る。
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託
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．
1．B猿s1く6gar　Olftisvatn（「オルヴス湖」，　現在の爾藪アイスランドの県Ameys鍾sla　にある　P三ngval－
Iavatnヂ民会広原湖」のこと）の藏，西，爾側を縢む一帯を指した。　この地域にかつては黒っぼし、濃緑の樺
の繁みがあったために，こう名付けられたもの。ここは，Ari　im1｛r6δi　Pcrgilsson：掘82r4∠η9勧晶（・・
Isienz！〈　’fornrit　I，　Rekjav｛｝c　1968），　ch．3によれば，930年頃に大民会A躯R91が設置されるまでは〈刈
込み髭〉ソーリルP6rir　l〈rOppinsl〈eggiの所袴地であったが，彼が殺人雛で追放刑に処せられて後，公有
地（allher｝arf6）となり，大属会の恒久的な網醗場所とされ，そこの林や牧草地は共岡使堀されたものであ
る。
2・本文ではくビール〉を指す語としてelとlnU？tgktのふたつが胴いられている。古ノルド語文献では更に，
b　jbrrもくビール〉を意味する・ρ1（くGmc’i　alu♪；cf．　OSax．　alo（－fat），　ODan．φS，　E　atのはビール類
の総称であり，象たより古くは酩醗牲を有する飲料をひろく指すのに使われたようである。rrt　u？lgkt（〈一一・lll・un　2”
m．‘mind，　delight，　iove’＋g伽n．‘dalnty’；Dan．　mundgodt）は本来「美味な飲料」を表わす合成語であ
ったろうが，一般に，自家製ないしは圏内麓の，特にアルコ～ル分の少ないビール（Sw．1att61）を指す・
一一fJ　，　b　jbrr　（くOE　bbor＜Gmc＊beura－，＊beUza－；cf・OKG　bior，　G　BieiA）は，主として英独の諸外圏から
輸入されたビールを意昧するのに胴いられた・xッダ詩では，〈ビール〉は次のように命名されている。
Ql　heitir　med　Mg1MUm，／en　med義som　bi6rr，／kalla　veig　vanlr，／hreina1Qg　iQtn3r，．．．薪入闇のも
とではQlと，ア～ス神のもとではbi6rrと称し，ヴァン神はveig〈強い飲料〉と，巨人どもはhreiRalgg
〈純粋の液体〉と呼ぶなり」（AMssmal　34）．
なお，中世北欧における醸造法，アルコール販売等については，たとえば1〈ulturhlstoris1〈　leksikon　for
l隈ordisk　middelalder　II（Kcbbenhavn　etc．1957）飯収項目Bryggning，βrNggestolを参照。
3．1－lrafnabjQrg畏会広原湖の北，ここを流れる絹Oxaraの東にある。
4．Langahliδ他の文献には現われず，亙確な位置づけも不明。今iヨの蕪li6argja西端のRaftahlibか（cf．
IF　XI，1950，　P．84，　fn．4）。なお，今・濤この名の山地が幾会広原湖の欝にある。
5．木炭製造法については，ここの外に，Bノ’鋤π4－Nブ傭saga（王F　XII，1954）cf。38，　EYrbNgg　ja　saga（IF
IV，1935）ch．26などにも記述がある。この製造法は，19世紀後半まで行われていた。
6．Goδask6gr外には，　Grettis　saga　Asmundarsonar（IF　VII，　i936）ch．32〔望筑摩轡勢　世界文学大
系66騨世文学集露（昭和41年）燐収，松谷健二訳rグレティルのサガ」31章〕に出ているだけ・goδα・は，
go6Z　m．「ゴズィ」の外，9So6　n．「異教神」の複数属格であるので，この名は「神々の林」とも訳し得る。
7．Snorri　go6i　Porgrimsson（963／4－1031）　中預部アイスランド　SnEefellsnesssts玉a　の中北部　Kelgafell
の「賢明できわめて進取的な」（1野船s．chほ19）豪族である帆伝議的なほどに旗重で狡知の人物。長篇サ
ガEyrbyggja　s．，　LaxdceLa　saga（IF　V，1934）の孟要入物であり，　H8ε諏rη19αsaga（IF　III，1938）など
にも叙述されている。彼が大厩会参加の際1麟｛罐した仮屋（Snorrab飾）はく法の岩〉のそばにあったと欝
われている（J6n　J6hannesson：lslands　histerie．　1：Mellomaideren，　oversatt　av　H．　Mageripy，　Oslo－
Bergen－Tromsφi969，　P．37）．なおgoδiについては，塞学報No．21，1969，　P．　139，　note　3を参照Q
8。（｝u6mundr　inn　rlki　Eyj61fsson（954／5－1025）Eyjafj6r6ur北部を駈有した入植者IKelgi　inn　magri
Eyvindarsonの孫の孫で（cf．　Iste7idingab6k，　A£　ctartala），中北部Eyjafjar6ars夕slaのM66ruvel｝三rの
豪族。〈権力者〉と綻名された人物だが，その龍半で主要な役灘を与えられている　Lj6SVetni・nga　sαga（IF
X，1940）では，きわめて否定的な人絡に描簿されている。多数のサガ，たとえば1V遊♂33．，　Grettis　s．，　Vα〃α一
Lj6ts　saga（IF茎X，1956），％9α一G磁7π∫saga（王F　IX），　Vatnsd（eta　saga（玉F　VIII，1939）　に登場。スノ
　ッ弓〈ゴズィ〉や，後出ソルケル・ゲイティッソンとは姻戚関係，エイナル。エイヨールヴスソンとは兄弟
　になる。彼はまた，アイスランド初期の大学者とされているsεemundr　inR　fr66i　sigf6sson（lo54－1133）
の母％rey　Eyj61fsd6ttirの祖父でもある（cf．　Landnft．mab6h：IF　I，　P．229）．
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g．Skapti　IQgsgguma6r）6roddsson（d．1030）　ArnessYsla西繭部の平野Oifusの1”至　jalliに柱んだ豪族。
　〈法の宣欝嚢〉を9期もつとめたり（10G4－30年），法律のスカプティ（LQ9－Skapti）とも呼ばれたように，
　法徽こ精通し，キリスト教採驚（1000年）ILtj：後の権威者として「第五裁判所法（Fimmtard6mslQg）と，殺
　害者は自分自身以外の者を殺入行為（vig）で告訴すべきでないことを定めた」（fslendingab6k　ch．8），　cf．
　本学報No．31，1974，　P．92，　note　6．　N溜∫s．，　OLkSs　saga　heLga（IF　XXVII，1945），　Gu7mtaugs　saga
　oノー71tstttnbifzt（IF　III　；本学報Nos．　27，31に拙訳あり）等のサガにも叙述されている・なお彼は，アKスラ
　ンド人初代のカトリック驚教Islelfr　G三z“rsson（1005／06－80；在任1056－80）の母方の伯父。
iO．　P◎rkell　Geitisson東北アイスランドN◎rbur－MalasSsla申；1ヒ部のKrossav｛k　i韮m　ytyiに住み，父親の
　殺害にともなって987年ゴズィになった（cf・IF　X，　P・Llv；P・101，　fn．3；後出注III，8）．麟出グズムンド
　やスノッ婆，また後出プロッディと，親戚の問柄である。　V妙頑rδ劾gα　saga，　DroPLaitgarsona　saga，
Ftj6tsdαe乏a　sα9α，　Gunnαrs》ttttr　Pitirandαδanα　（以上すべて iF　XI，195e），　Nj観s　s、，　Lj6svetni？zga　s．
　など多くのサガに登場。
11．Eyj61fr　inn　grai％rδarsQn　geilis藤北アイスランドBarδastrandar醇slaのOrtradalrの豪族で，き
　わめて美男で法律に精通していた（cf．　Njftts　s．，　ch．138）ようだが，もっとも一般には，　G｛sli　Sitrssonを
　殺した悪役で知られている（cf．　G駕αs）．　Laxdsc，la　s．，衡rの99忽5．にも彼の名力璽出ている。彼はスノッリ
　の裡母の甥であり，また実証主義的修史家アリの艘徴父の祖父（cf．　iste・ndingabbk，濡t毛artala）。
12．Porkell　trefill　Rau6技一Blamasoa南西アイスランド晦ra的slaのSv三gnasl〈arbに住んだ賢明で人墾厚
　い裕揺な豪族で（cf，　Ndi・nsα一P6ris　saga　：IF　III；山室静『赤毛のエリク言灘燐収ヂめんどりのトーリルのサ
　ガ」，ch．1；LaxdeeLa　s．，　ch．10），　P6rdis掬rste1nsd6ttirの夫としてスノッリの身内であった。なお，
　trefiU　m．は，〈1＞fフリル霧などの縁への飾り」（現代語の意味fスカーフ」参照）とならんで，②「ぼろ」
　をも意味する。
13．注1に挙げたアリの詑述と矛厩するように思われる。しかしながら，ゴズィの，事爽上無制限の権力行使
　を肴えるとき，かれらが横暴にも公存地の一部を利己的，独占的に使用したであろうことは，必らずしも否
　定できないだろう。
14．stefnudagr　この法律胴語は，（1｝裁糊が開かれ，裾喚を受けた潜がこれに出鷲せねばならない日，｛2＞裁判
　への沼喚を通告するH，のいずれかを意味する。塞文では第二の意味に罵いられている。
15．sk6ggangr共問社会からの完全な追放で，当蒔のアイスランドにおける最高刑。くわしくは，本学載
　No．22，　p．131　f”note　3を参照。
26．sj会ifdoemi　巌事者の一方が独断的に裁定すること。本学報No．22，　P．135，　note　5をも参照。
17．birnu∂碗α∫々　「危険な争いにわざわざ手を出す，火中の粟を拾う」の意の陰喩。
18．）orstelnn　Sl6u－Hallsson（994－1051）　東アイスランドAlftafj6r6ur（SuOur－MfilasYsla）のHofの豪
　族で，ヴィーキングとして，rt　一クニー公SigurOr　K｝g6vissonと共にブリテン諸島に遠征し，　Brj飴sor－
　rosta（アイルランド王Brian　Borumhaに銚んだBattle　of　Clontarf，1014年4月23残）にも参加し，ま
　たノルウェ　一一　EE　Mag磁s　61ゑfssonに仕えた（1035辺7年）．くわしくは，　Porsteins　sagαSiδu．Uallssonar
　（1F　XI）を参照。かれの妻は，プロッディの姉妹Yngvildr（cf．　IF　I，　P．290　ff．）．彼の父Hallr　Porste1ns－
　sonは，キリスト教改宗者のはじめの一人。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II．
LBroddi　Bjariiason　東ゴヒ東アイスランドVopRafj6rδur（Norδtlr－M丘la評sla）のHofに住んだ豪族で，
「多くの所でサガに登場し，かれの疇代でもっとも擬出した人物であった」（Porsteins　saga　stangarltgggs：
IF　XI，　P・78）といわれるが，彼は外にBqndaMan？za　saga（IF　VII）やLj6svetni？zga　s．でも主要人物の
一人として出ている。
2．ldenglSQk　法律周語であるが，辞典等では以下のように解釈されている。（a）‘plcking　up　a　quarrel’
7嘆
（Cleasl）y・Vigfusson　＆　Craigie：メ1n　lcetandi（）－Engtish　Dictionarニソ，　Oxfol－（i，2nd　ed．1957），（b）　「母細ζ二
他人に害を勢えるとか闘己の利益を図るために，十分な根拠もなく他人に無理強いする闘懸」（」，Fritzner：
Ordbog　ovcr　det　gamte　norsiee　Sf，rOg・，　Oslo－Bergen・Tromst／），4．　Udg．1973），「でっちあげ」（c）‘tyllls61〈’
　「砦細な閥題」，cf．　kteπg　jas｝i「不正に（他人のものを）欲しがる」（IF　X王，　p．87，　fn．1）．
3．bbXgMelUl（sing．　）ingmaer）．　Cf．塞学報N（》．21，　P．132，　n◎tes　3，5．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II玉．
Lsex義lnar　ホームスパンの価値で，牝牛1頭の12分の1から20分の1に棺当するとされている（童F　XI，　p．
9G，　fn．4）．したがって，ここの過料金は合わせて牡隼半頭分以下にしかならない。
2・この箏件は他所から傍証され得ない。なおスカプティは，ノルウェーの支配毒磁ko！玉jarl　hm　rikiと
61ゑfr　inn　helgiの詩入の中に挙げられている（cf．　Sk義ldatal　in　Edda　S　zorra　Stu？・tusonar，　Gu6難i　J6nsson
b　j6　til　prentunar，4．　bindi，　Akureyri　1954，　PP・348，343）・しかし，彼の契作はほとんど現存していない。
また，スカプティの身内とされるOrmrについては宋詳。
3．これも他所から傍証できない事件QSteingrSmt“は未詳の人物。
4．R加　海神Egirの妻（エッダ詩HetgahvidtX鮒研微ノ’δ∫50麗r　18，　RegittSmflt冒頭散文）。
5・これもまた他所から傍証し得ない蔀件。Gu6dala－Starriは，〈決闘の〉スタッ弓（H61mgQngu・Starri）
と緯名され，Go6dalir一欝を嗣いた植民者Eir｛kr　Hr6aldsson（cf．王F　I，　P．231；Njftts　s．，　chs。　ll9，134；
Grettis　s．，　ch．70）の息子で，　Skagafj6rδurのIEofに怯んでいた。　Porkell　Eir｛kssonは彼の長兄であり　．
他の兄Porge：rrはプロッディの祖父。
6．スノッリは同様の非難を，NjhLs　s・後畢のピー一…m・一の一人Skarpheδinnからも受けており，おそらく同
サガの作者慧この物語を知っていたのであろう（cf・IF　XI，　P．93，　fn　4．）．スノッリはその非難をr多くの
港が以前にそう書っておるし，わしはそんなことに腹は立てんだろう」（Njkts　S．，　ch．119）と軽くあしらっ
ている。　彼の父）orgrimr）orgrlMss◎n／Porstelnsson（938－963／4）はスノッリの生まれた年にSa）b61
（北西アイスランドOinundarfj6r6ur）で義弟Gisli　S（lrssoR（d．978／9）によって就寝申を殺された（cf．
Gista　s．，　ch．16；Evrbyg93a　s．，　ch，12）．なお，ギースリはスノッリが15歳の年に殺された（cf．　Eyrb），g－
9知s．，Avi　Snorra　go6a；上記注1，11）．
7．祖先や故人の幸運や才能に与かれるようにと，その着の名を新生児につける習慣は，古来ひろく諸最族に
認められている。アイスランド人の聞では，ふつう孫患子（しばしば長錫）が祖父の名を考えられている。
10－11世紀には，親族の緯名を薪生児に名づけることが，きわめて普瀬であった。たとえば，この物語に出
ている名でも，Skaptiは橿母Porvgrの父）ormbbr　skapti〈槍の柄＞Oleifss◎財こ困んで名づけられ，
P6r6r　gellir〈大吠え〉は，子孫のGellir　BQlverksson　lggsgguma6rやGellir　Porkelssonにその名を受
けっがれている。ここでソルケル・ゲイティッソンが鮨しているのは，プロッディの父方の握父Brodd－Helgl
〈鉄釘のヘルギ＞Porgilsson．なお，ブWッディの最期は不明。
8．ソルケルの父ゲイティルとブmッド＝ヘルギの争い，その結果後鷺が殺害される（974年）瀬宋は，V妙1ト
firδinga　sagaに詳しい。ビャルニのゲイティル殺し（987）については，嗣サガ14章に物籍られている。
9．BQ6va玉sdalrのEyvindarsta6ir付近でビャルニとソルケルとが衝突し（989隼），醜者に後着が手を傷っ
けられて闘えなくなったが（vaPnfirtiinga　s。　c　h。18），爾者は最後に和解する（lbid・・ch・19；cf・yρδ」♂－
Bra？τds　1｝kttl㍉ 　ch．5）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IV．
1、KiQlr現代語表記では1〈　」61ur（「竜骨」の意）。　アイスランド中縢部，属会広原の北々東に当り，
Langj6kullと1－lofsj6kuilの間にある山地。高最峰はKjalfell（1000　m）・
2．SkagafjQr6r北部アイスランドの平野で，岡名の湾に面する（今葎のSkagafjar6arsYslac）．
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3．Eyjafj？rOr　Skagafj6i“δurのほぼ輿東にある平野で，同名の湾に面する（Eyjafjar6arsSFsla）．
4．Lj6savatnssl〈ar6　Eyjafj6rburの北々葉にある平野（SuδurPingeyjars夕sla（）・
5．｝vlYvatn　ILj6savatnsskarδの南策にあるアイスランド殻大の湖。
6．MQ6rudalshe16r　北茎1芝アイスランドAxarfj6rburに注ぐ！ll　J6kulsi｝義Fj6ilumの上流東部にある
　（N　orbur・Mk｝asYs｝a）．
7．Sandlelb　LangjOkullやKj61urの南方を通り，これらの東にある氷河｝lofsj61｛uliの東北を通った北部
　地方への間道。
8．この民会広原と北部地方との閥の連絡路については，H耀露捌∫saga，　ch．8をも見よ。
9．thxnadalshei6r　Eyjafj6r6urの藩，平野φxnadalurの菊蕪にある　（Skagafjar6ars夕sla）．
10．Einarr　Pvereeingr　Eyj61fsson　Pveraのヂきわめて賢明な」（Lプ∂svetni？tga　s．，　ch．5）薮族で，グズム
　ンドの兄，ソルケル。ゲイティッソンの義父，そしてプロッディの妻の祖父。
11．bvera　MYvatnの北々西の平野Lax証dalurにある農場（Su6ur炉ngeyla「s夕s玉a）．
12・Skalfandaflj6t　Pverft，の西を南北に流れSkalfandi湾に注ぐ（SuburpingeyjarsYsla）．
13・V6pnafjQ「δ「北棄アイスランドにある嗣名の湾に面する地域（N◎r6ur－M“lasYsla）．
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